
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内書き初め展 
 １月７日から１月２０日まで、「校内書き初め展」が行われました。冬

季休業期間中に取り組んだ楷書・行書の作品が、各学年の廊下に掲示され

ました。互いの作品を鑑賞し合うことで、手書きで書く文字の良さを再認

識できたのではないでしょうか。 

（国語科 菅原 敏行） 

 

『ウサギの登り坂🐇 進路は続くよどこまでも‥‥‥』 
西東京市立田無第一中学校 

校長 坂元 竜二 

  

 間もなく生徒たちは、卒業、進級という新たなステージを迎えます。今年度も３年生の面接練習を行っ

ていますが、３年生の「伸び」には目を見張るものがあります。自分の「得意なこと」や「自慢できるこ

と」をもっている生徒が多く、自信や自覚が成長につながっていると実感します。 

先月の全校朝礼では、『ウサギの登り坂』ということわざの話をしました。ウサギの後足は長く、坂を

登ることが得意であることから、「得意分野で実力を発揮すること」のたとえです。これからも「得意を

伸ばして、できると信じて夢を追ってほしい」と伝えました。また、パラリンピック選手でもある全盲の

青年で金メダルを何度も獲得していることや、目も見えず、耳も聞こえない少年が大学入試に合格したこ

となども話しました。彼らに共通して言えることは、できないことで諦めてしまうのではなく、できるこ

とをとことん伸ばそうと挑戦していく前向きな姿勢があることです。生徒にもそんな姿勢をもってほしい

と。良いところをたくさんもっている生徒たちに学校、家庭、地域で認め、励まし応援していきたいと思

っています。私たち大人の支援、協力も重要ですが、いつも周囲で誰かが助けてくれるわけではありませ

ん。生徒には、自分の責任で行動できる強い意志ももってほしいです。 

 ３年生保護者のみなさま‥‥‥今、子どもたちは、自分の進む路に向かってしっかり歩んでいます。未

来のことは誰も分かりません。子どもが親にいちばんしてほしいことは、信じてもらうことです。当然、

心配もあろうかと思いますが、心配を信頼に変えて気持ちを楽に子どもを支えてあげてください。 

 

西東京市立田無第一中学校 学校だより                  令和５年２月１日（水）発行 

 むらさきそう 西東京市立田無第一中学校

校長    坂 元 竜 二           

 （住所）西東京市南町６－９－３７   （電話）０４２－４６２－２８１１ 

カラー版はホームページで      ＵＲＬ http://www.nishitokyo.ed.jp/j-tanashi1/ 



がん教育講演会（２年生） 

 １月 10 日（火）２年生は「がん教育講演会」がありました。講

師に、佐々総合病院長 鈴木隆文先生をお迎えし、がんの知識や最

新の治療の様子を教えていただきました。事後学習で「お礼の手

紙」を書いてお届けしたところ、大変喜ばれていました。一中の

卒業生だった鈴木先生から、先輩として一中の歴史についても教

わり、有意義な学習となりました。（養護教諭 井上 理子） 

 

 

 

にしとうきょう環境アワード 
 西東京市ではゼロカーボンシティの実現を目指しており、脱炭素社会につながる環境にやさしい行動に積極

的に取り組む個人や団体を表彰する「にしとうきょう環境アワード」が創設されました。田無一中も生徒会を

中心に行ってきた「エコキャップ運動」、３年生を中心に行ってきた「使い捨てカイロの回収」、「古着 deワク

チン」、IJ学級が行った「花いっぱい運動」、「和紙作り」などさまざまな SDGｓ活動が評価され、この「にしと

うきょう環境アワード」を受賞しました。 

 

また数ある受賞団体の中でも、生徒主体となって行う本校の取組は選考委員に

も高く評価され、３年生の代表生徒６人が「ミライのために『今』できること」

として市長と対談を行い、その様子が令和５年１月１日号の市報に取り上げられ

ました。 

 

 現３年生はコロナ禍で入学式が２カ月遅れ、入学当初は学習活動の制限や学校

行事の中止など、何かと我慢の多い中学校生活を送ってきました。そのような時期だったからこそ、SDGｓをテ

ーマに環境問題や貧困問題、子供の人権など世の中や社会問題に目を向け、総合的な学習を進めてきました。 

 

１年生の校外学習では横浜で SDGｓに取り組む企業に訪問し、世界の現状に対して様々なアプローチで課題

解決をしようと活躍する人の話を聞きました。学習を進める中で、「自分達も何かやりたい」、「できるのではな

いか」と考えるようになり、これらの SDGｓ活動につながりました。自分達の「やりたい」という思いを大切

に、「どうやったらできるか」、「何が必要か」を考え、行動してきた結果が今回の受賞につながりました。 

 

３年生にとっては残り１か月半の中学校生活となりました。これら

の取組を後輩にしっかりと引継ぎ、田無一中の伝統にしてほしいと思

います。そして私達が学ぶその先には必ず「持続可能な社会の実現」

があります。今社会で起きていることや未来について自分ごととして

捉え、様々な立場の人と協働しながら考え、この３年間実践してきた

ように社会に発信・実践していける大人に成長することを期待してい

ます。（教務主幹 濱田 晋太郎） 

 

 
 
今後の予定
 

２月 １日（水）都立一次・前期出願 

２月 ２日（木）職業講話（２年） 都立推薦発表 

２月 ３日（金）専門委員会 

２月 ６日（月）全校朝礼 安全指導 中央委員会 

２月 ７日（火）新入生入学説明会 

２月 ８日（水）スキー教室始（１年） 

２月 10 日（金）スキー教室終 私立一般入試 

 

２月 13 日（月）生徒朝礼 

２月 20 日（月）三者面談始（ＩＪ） 

２月 21 日（火）都立一次・前期学力検査 

２月 22 日（水）学年末考査（英・数・社） 

２月 24 日（金）学年末考査（国・理・体） 

２月 28 日（火）三者面談終（ＩＪ） 


